






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ら投票日の 1週間後まで，2012 年 11 月 27 日か








は「原 子 力 発 電」「消 費 税」「景 気・雇 用」
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前項と同じく 2012 年総選挙の時期における 5紙
（朝日・読売・毎日・日経・東京）の新聞報道で












































































































































































































































⑷ カラン, J., 阿部潔（訳），「マスメディアと民主主
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petition and first amendment ideals: does monopoly
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